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サッカーのワールドカップに揺れ動いた

日本列島

ここにも白球の行方に釘付けになった

子供達がいる

先輩達のプレーに見入る視線の向こうには・・・・・

君達がそうであるように、

君達の後輩も熱い視線を送るに違いない

その日のために、今をしっかりと記憶に留めてほしい

「白球が梅雨空を晴らして夏を告げる」
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話　題

三
世
代

交
流

清
掃
活
動

　
大
鰐
町
中
央
児
童
館
主
催
に
よ

り
六
月
八
日
、町
内
の
路
上
に
投
げ

捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
な
ど
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
鰐
町
緑
化
推
進
委
員
会
主
催

に
よ
り
六
月
四
日
、早
瀬
野
ダ
ム
湖

に
あ
る「
Ｏ
Ｈ
！
鰐
公
園
」で
、大
鰐

保
育
所
の
年
長
、年
中
組
の
園
児
が

つ
つ
じ
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
公
園
は
平
成
四
年
か
ら
早
瀬

野
地
区
水
環
境
整
備
事
業
と
し
て

公
園
整
備
が
続
け
ら
れ
、
東
屋
、
ト

イ
レ
、
人
工
池
、
小
川
な
ど
が
完
成

し
、早
瀬
野
ダ
ム
湖
環
境
整
備
の
中

核
的
な
施
設
と
な
る
も
の
で
す
。

　
今
回
植
樹
し
た
つ
つ
じ
は
二
十

本
で
し
た
が
、こ
れ
を
契
機
に
茶
臼

山
公
園
の
よ
う
な
緑
の
公
園
に
な

れ
ば
と
町
農
林
課
で
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

中央児童館

つ
つ
じ
を

植
え
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
う
大
鰐
町
長
選

挙
が
六
月
十
八
日（
火
）告
示
さ
れ
、

午
後
五
時
に
立
候
補
の
届
出
が
締

め
切
ら
れ
ま
し
た
が
、二
川
原
和
男

氏
の
ほ
か
に
立
候
補
の
届
け
出
が

な
く
選
挙
会
の
結
果
、無
投
票
で
二

川
原
和
男
氏
（
六
十
歳
）
が
初
当
選

い
た
し
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
四
日
（
月
）
に
大
鰐
町

選
挙
管
理
委
員
会
工
藤
忠
作
委
員

長
よ
り
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
町
長
の
就
任
は
七
月
二
十
二

日
（
月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
あ
じ
ゃ
ら
運
動
公
園
で
の
大
会

等
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
な
る
こ
の
時

期
、町
内
か
ら
同
公
園
ま
で
の
路
上

に
清
涼
飲
料
水
等
の
投
げ
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
目

立
つ
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
母
親

ク
ラ
ブ
、
子
供
会
、
児
童
館
職
員
等

約
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
真
夏
日
の
天
候
に
な
り
、

子
供
達
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
徒
歩

で
出
発
し
、額
に
汗
び
っ
し
ょ
り
で
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
片
手
に
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
が
待
つ
終
着
地

点
の
や
ん
ち
ゃ
広
場
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
近
年
、
空
き
缶
は
少

な
く
な
っ
て
き
た
ほ
う

で
す
。
こ
の
後
の
孫
と

一
緒
に
野
外
で
食
べ
る
昼
食
は
、何

よ
り
の
御
馳
走
で
す
」と
参
加
者
の

方
が
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。

「OH!鰐公園」は

ダム湖湖畔の

水と緑に囲まれ

た自然環境の豊

かな公園です人工の小川の周りには、東屋、水洗トイレが配される

に

が

わ
ら

か
ず

お

二
川
原
和
男
氏

大
鰐
町
長
に

初
当
選
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師と仰ぐ手古奈先生の前で行われた伝達式に感無量のご様子でした

水木隆治氏（大鰐６Ａ）

高
齢
者
叙
勲

勲
五
等
雙
光
旭
日
章

を
受
章

　
今
年
五
月
一
日
、木
田
繁
知
代
氏

(

三
ッ
目
内)

が
勲
五
等
雙
光
旭
日

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
伝
達
式
が
六
月
十
二
日
、町
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、青
森
県
教
育
次

長
武
田
登
氏
か
ら
勲
章
と
章
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
田
氏
は
昭
和
十
年
か
ら
昭
和

五
十
年
ま
で
の
四
十
年
余
の
永
き

に
わ
た
り
教
職
を
務
め
、学
校
教
育

の
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
に
対
し

て
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
氏
は
県
内
各
界
に
教
え
子
も
多

く
、伝
達
式
の
あ
と
伝
達
に
同
行
し

た
県
職
員
の
方
々
に
近
況
に
つ
い

て
尋
ね
て
い
ま
し
た
。

　
木
田
氏
の
主
な
経
歴
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
大
正
三
年
四
月
二
十
七
日

　
大
字
三
ッ
目
内
に
生
ま
れ
る

▼
昭
和
七
年
　
青
森
県
立
弘
前
中

　
学
校
卒
業

▼
昭
和
十
年
　
長
峰
尋
常
高
等
小

　
学
校
代
用
教
員
を
務
め
る

▼
昭
和
三
十
六
年
　
碇
ヶ
関
村
立

　
民
部
平
小
・
中
学
校
校
長

▼
昭
和
三
十
八
年
　
大
鰐
町
立

　
第
三
小
学
校
校
長

▼
昭
和
四
十
二
年
　
田
舎
館
村
立

　
川
部
小
学
校
校
長

▼
昭
和
四
十
七
年
　
大
鰐
町
立

　
唐
牛
小
学
校
校
長

▼
昭
和
五
十
年
　
大
鰐
町
立

　
唐
牛
小
学
校
校
長
で
退
職

▼
昭
和
五
十
四
年
か
ら
平
成
六
年

　
ま
で
の
四
期
十
六
年
、大
鰐
町
議

　
会
議
員
を
務
め
る

　
人
権
擁
護
委
員
の
水
木
隆
治
氏

(

大
鰐
６
Ａ)

、
佐
藤
孝
氏
（
大
鰐
７

Ａ
）に
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
か
ら
、

船
水
清
治
氏(

虹
貝)

に
仙
台
法
務

局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
水
木
、佐
藤
両
氏
は
平
成
四
年
か

ら
、ま
た
船
水
氏
は
平
成
八
年
か
ら

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、人
権
擁
護

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
対
す

る
功
績
が
認
め
ら
れ
授
与
さ
れ
た

も
の
で
、
皆
さ
ん
一
様
に
「
地
域
の

皆
さ
ん
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の

で
し
て
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

佐藤孝氏(大鰐７Ａ)

救
援
車「
博
愛
号
」が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　
世
界
赤
十
字
デ
ー
の
平
成
十
四

年
五
月
八
日
、日
本
赤
十
字
社
青
森

県
支
部
か
ら
赤
十
字
活
動
の
充
実

と
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
目
的

と
し
た
赤
十
字
救
援
車
「
博
愛
号
」

が
県
内
七
市
町
村
に
配
備
さ
れ
、当

町
に
も
一
台
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、災
害
時
に
お
け
る
救
援

資
材
、
救
援
物
資
、
軽
症
患
者
や
避

難
者
の
運
搬
輸
送
や
、地
域
赤
十
字

奉
仕
団
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
救
援
、地
域
住
民
の
保
健
衛
生
や

福
祉
向
上
を
図
る
活
動
な
ど
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

法
務
省
よ
り
感
謝
状
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蔵
小
が
決
勝
で
春
季

の
雪
辱
を
果
た
す

　
優
　
勝

　
大
鰐
・
碇
ヶ
関
地
区
小
学
校
体
育

連
盟
主
催
に
よ
り
六
月
八
日(
予

選)

、
九
日(

決
勝)

の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
、
第
三
十
八
回
大
鰐
・
碇
ヶ

関
地
区
小
学
校
野
球
大
会（
兼
青
森

県
少
年
野
球
大
会
大
鰐
・
碇
ヶ
関
地

区
予
選
）が
大
鰐
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
選
初
日
は
、蔵
小
が
初
戦
で
鰐

小
を
大
量
点
差
で
圧
勝
し
た
が
、前

回
準
優
勝
の
二
小
と
大
熱
戦
と
な

　
ヤ
マ
ト
運
輸
（
株
）
五
十
嵐
義
弘

氏
（
大
鰐
営
業
所
キ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
長
）
他
、
職
員
の
方
々
が
六
月

五
日
、大
鰐
保
育
所
園
児
に
交
通
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
達
は
、同
社
で
使
用
す
る
運

送
用
車
両
に
実
際
乗
り
込
ん
で
、助

手
席
か
ら
車
の
死
角
を
実
体
験
し

た
り
、横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
園
児
達
は「
車
の
周
り
で
は
遊
ば

な
い
、道
路
の
横
断
は
横
断
歩
道
を
」

と
、元
気
な
声
で
約
束
し
て
い
ま
し

た
。

  

議
会
の
動
き

◎
五
月
八
日(

水)

午
前
九
時
三
十
分
～
議
員
控
室

　
産
業
常
任
委
員
会
（
委
員
長
・

幸
山
均
）
を
開
催
。
企
画
観
光
課
・

建
設
課
の
事
務
調
査
を
実
施
し
、下

水
処
理
に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め
、

岩
木
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。

◎
五
月
九
日(

木)

午
前
十
時
～
議
員
控
室

　
総
務
常
任
委
員
会
（
委
員
長
・

外
崎
俊
一
）を
開
催
し
、総
務
課
・
財

政
課
・
税
務
課
・
ア
ジ
ア
冬
季
競
技

大
会
室
の
事
務
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

◎
五
月
十
日(

金)

午
前
十
時
～
議
員
控
室

　
総
務
常
任
委
員
会
（
委
員
長
・

外
崎
俊
一
）
を
開
催
し
、
企
画
観
光

課
・
会
計
課
・
教
育
委
員
会
の
事
務

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
五
月
十
三
日(

月)

午
前
九
時
三
十
分
～
議
員
控
室

　
社
会
常
任
委
員
会
（
委
員
長
・

山
田
年
伸
）を
開
催
。
住
民
生
活
課

の
事
務
調
査
を
実
施
し
、ゴ
ミ
処
理

に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め
、弘
前
市

に
建
設
中
の
新
中
央
清
掃
工
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

◎
五
月
十
四
日(

火)

午
前
十
時
～
議
員
控
室

　
社
会
常
任
委
員
会
（
委
員
長
・

山
田
年
伸
）
を
開
催
し
、
保
健
福
祉

課
・
町
立
大
鰐
病
院
の
事
務
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

◎
五
月
十
七
日(

金)

　
午
前
十
時
か
ら
議
場
に
お
い
て
、

町
議
会
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、第

三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
革
内
容
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

り
、こ
れ
を
制
し
て
決
勝
に
勝
ち
進

ん
だ
。
一
方
、前
回
優
勝
の
長
小
が

碇
ヶ
関
小
を
打
力
と
走
塁
で
相
手

の
守
備
の
乱
れ
を
誘
い
、大
量
点
差

で
決
勝
へ
進
ん
だ
。

　
決
勝
戦
は
、蔵
小
が
初
回
大
量
六

点
を
あ
げ
、こ
れ
を
長
小
が
追
い
か

け
る
展
開
と
な
っ
た
が
、堅
い
守
り

で
終
盤
の
猛
攻
を
阻
ん
で
、前
回
の

初
戦
対
決
の
雪
辱
を
果
た
し
て
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
予
選

蔵
館
小
14
―
１
大
鰐
小

長
峰
小
21
―
６
碇
ヶ
関
小

蔵
館
小
10
―
９
大
鰐
第
二
小

●
決
勝

蔵
館
小
７
―
４
長
峰
小

前日の準決勝の興奮覚めやらぬ、決勝での快勝に大喜びの蔵小野球部員

大
鰐
保
育
所
で
交
通
指
導

【
七
月
二
十
日
】

●
町
内
ね
ぷ
た
運
行

●
福
田
修
子
氏
講
演
会（
二
〇
〇
二

冬
季
五
輪
日
本
代
表
選
手
・
大
鰐
町

唐
牛
出
身
）

【
七
月
二
十
一
日
】

●
十
時
よ
り
一
般
開
放
▼
各
部
展

示
、ミ
ニ
演
奏
会
、バ
ン
ド
、カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
食
堂
、
バ
ザ
ー
他

■
ケ
ー
キ
作
り
教
室

　
大
鰐
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
第
四

回
ケ
ー
キ
作
り
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
一
般
の
町
民
の

参
加
も
募
り
ま
す
の
で
、希
望
者
は

大
鰐
高
校
ま
で
電
話
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

▼
日
時
七
月
十
二
日
（
金
）
午
後
五

時
か
ら
▼
場
所
大
鰐
高
校「
誠
心
館
」

▼
費
用
一
人
八
〇
〇
円
▼
講
師
岩

間
欽
一
氏（
チ
ボ
リ
洋
菓
子
店
社
長
）

▼
定
員
三
十
名
▼
そ
の
他
エ
プ
ロ

ン
を
ご
持
参
下
さ
い

●
担
当
青
森
県
立
大
鰐
高
等
学
校

渉
外
部

四
七
―
五
〇
三
八（
赤
平
）

■
鰐
高
祭

　
恒
例
の
大
鰐
高
校
学
校
祭
が
、来

る
七
月
二
十
、二
十
一
日
の
両
日
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
か
ら
大
鰐

高
校
は
二
学
期
制
に
な
り
ま
し
た

の
で
、開
催
時
期
も
例
年
よ
り
早
ま

り
ま
し
た
。
毎
年
多
く
の
町
民
の

方
々
が
ご
来
校
さ
れ
ま
す
が
、本
年

も
多
数
ご
来
校
さ
れ
、大
鰐
高
校
の

今
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大鰐高校から
お知らせ

みんな信号機を良く見てね
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■住民基本台帳ネットワークシステム（住基ネット）とは？

　住民基本台帳法の改正により新たに住民コードが加えられた住民基本台

帳を基に全国の市区町村・都道府県・指定情報処理機関（全国センター）を通

信回線で結び、全国共通の本人確認を効果的に行う仕組みです。

■住民コードとは？

　住基ネットで本人確認をするための11ケタの事務処理番号で、住民一人ひ

とりに無作為に割り当てられ、同じ番号はありません。割り当てられた住民

コードについては、８月５日以降に各世帯に郵送でお知らせします。

■住基ネットで実現できるサービスで何が便利になるの？

【 平成14年８月からは】

　現在、国の行政機関など行われている手続きにおいて、年金、恩給、児童扶養

手当等に住民票の写しなどの交付、証明を受けに行く必要がなくなります。

【 平成15年８月からは】

住民基本台帳カードがあれば、

①全国どこの市区町村窓口でも、本人や本人世帯の住民票の写し（住所登録

　地以外では本籍地が入りません。）が受け取れるようになります。

②ほかの市区町村に引っ越しする場合、現在は転出・転入両方の市区町村へ

　手続きする必要がありましたが、住民基本台帳カードがあれば、転入先の

　市区町村への手続き一回で済むようになります。（転出地には郵送による

　転出届が必要です。）

■住民基本台帳カードとは？

　町民の皆さんからの申請により、有料で発行するＩＣカードのことです。

なお、カードの発行は、平成15年８月からの予定です。

■住基ネットの個人情報の保護対策について

　住基ネットは、住民の大切な個人情報を取り扱うことから、個人情報の保

護を最も重要な課題としています。そのため、住基ネットでは厳重な保護対

策が講じられています。

「住民基本台帳ネットワークシステムが
　導入されます。」　　
　平成11年８月に住民基本台帳法の一部が改正されました。これに伴って平成14年８月５日から

全国の市区町村で一斉に住民基本台帳ネットワークシステム（住基ネット）の一部が稼動します。

　これからの高度情報化社会に向けて、より一層の住民サービスの向上を目指し、行政事務の簡素

化を目的として、全国一斉に導入されることになりました。

全国の市区町村で一斉に一部のサービスが稼動

■詳しくは
町役場住民生活課

戸籍住民係

48－2111

内線323・324

住民票の写し

を忘れてし

まったわ

住基ネットで確

認できますので

住民票の写しは

不要です

住民票の写しを

とるために、仕事

を休まなくては

ならないわ

住基ネットで、

どこでも住民票

がとれます！

平成14年８月５日から

　町では、し尿と生活雑排水（台所、

風呂、洗濯排水等）を併せて処理す

る合併処理浄化槽の設置者へ、補助

金を交付しています。次の要件に

該当する方は住民生活課で申請を

受付けています。

該当者　下水道の認可区域外の地

域において、住宅（店舗と併用の場

合は条件あり）に合併処理浄化槽を

設置する方。

　ただし、申請前に工事を着工した

場合は補助対象になりません。

　なお、住宅の新築時だけでなく、

浄化槽の設置だけでも対象です。

補助金の額

５人槽　　375,000円

７人槽　　438,000円

10人槽　　555,000円

■詳しくは

町役場住民生活課　生活環境係

48－2111内線326番（小田桐）

●合併処理浄化槽設置補助金制度をご存じですか
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消防署　南分署

４８－２１０８

平成１４年度　全国統一防火標語

■　　警察署だより・消防だより　　■

消す心　置いてください　火のそばに

　
暑
さ
も
日
毎
に
増
し
、こ
れ
か
ら

海
や
プ
ー
ル
な
ど
で
泳
ぐ
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
も
し
溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け

た
ら
、大
声
で
周
囲
の
人
に
応
援
を

求
め
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
で
水
の
中
に
飛
び
込
む
と
、

溺
れ
て
い
る
人
に
し
が
み
つ
か
れ
、二

重
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、

非
常
に
危
険
で
す
。

　
救
助
を
す
る
と
き
は
、で
き
る
だ

け
ロ
ー
プ
や
棒
、
浮
き
輪
な
ど
、
つ

か
め
る
も
の
を
使
っ
て
、陸
か
ら
助

け
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
乳
幼
児
の
水
の
事
故
」の

半
数
は
、家
の
浴
槽
で
起
き
て
い
ま

す
。
三
歳
ま
で
が
特
に
注
意
が
必

要
で
、十
数
セ
ン
チ
の
水
中
で
も
溺

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
目
を
離
し
た

ス
キ
に
浴
槽
に
転
落
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
夏
に
な
り
、家
の
庭
な
ど
で
子
供

た
ち
が
花
火
を
し
て
い
る
の
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。

　
し
か
し
、家
庭
で
気
楽
に
楽
し
め

る
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
で
あ
っ
て
も

正
し
く
取
り
扱
わ
な
い
と
火
災
に

な
っ
た
り
、火
傷
を
し
た
り
す
る
な

ど
の
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
必
ず
次
の
こ
と
に
注
意
し
、楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

①
風
の
強
い
乾
燥
し
た
日
な
ど
に

　
は
花
火
を
し
な
い
。

②
注
意
書
を
必
ず
読
む
。

③
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、数
本
束
ね

　
て
点
火
し
た
り
し
な
い
。

④
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
安
全

　
な
場
所
を
選
ぶ
。

⑤
子
供
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い
。

⑥
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

　
意
す
る
。

※
花
火
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

消
防
本
部
予
防
課（
本
町
二
番
地
一


三
二
―
五
一
〇
四
）
か
、
南
分
署

へ
。

正
し
く
使
っ
て
　

楽
し
い
花
火

水難事故に注意

　
大
鰐
町
商
工
会
青
年
部（
福
士
秀

彦
部
長
）
の
皆
さ
ん
が
六
月
六
日
、

救
命
手
当
て
の
心
肺
蘇
生
法
に
つ

い
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

普
通
救
命

講
習
を

受
講

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
全

国
平
均
所
要
時
間
が
六
分
、こ
の
到

着
ま
で
の
間
、手
を
こ
ま
ね
い
て
い

て
は
一
命
を
取
り
と
め
る
人
も
助

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
、救
命
手
当
て
方
法

を
知
っ
て
い
る
と
い
な
い
で
は
大

き
な
差
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の

で
す
。

　
ま
た
、救
急
車
を
１
１
９
番
で
呼

び
出
す
と
き
は
、自
住
所
を
大
鰐
何

町
内
、蔵
館
何
町
内
と
言
わ
れ
て
も

困
惑
し
ま
す
の
で
、
正
確
な
住
所
、

目
標
物
を
あ
わ
て
ず
に
告
げ
て
ほ

し
い
と
の
事
で
し
た
。●受講希望の方は、10名以上の団体で南分署ま

でお申込みください。また個人の受講希望者も

随時受付けています。

商工会

青年部
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■夏の水難をなくそう

【７月・８月は水難の多発期】
　７月を迎えると暑さも一段と厳しくな

り、海や川などで涼を求める機会も多くな

ります。

　楽しいはずの夏場のレジャーですが、毎

年、海や川などで多くの尊い命が失われ、悲

しい結果になっていることを忘れないでく

ださい。

　大鰐警察署管内では、昨年水難事故の発

生はありませんでしたが、県内では７月・８

月の２カ月間で９件13人の水難事故が発生

しています。

　このうち水死した事故は５件６人で、そ

の内訳はつぎのとおりです。

　遊戯中の事故　　　　２件　死亡２人

　水遊び中の事故　　　１件　死亡２人

　水泳中の事故　　　　１件　死亡１人

　その他転落事故　　　１件　死亡１人

【水難を防止するための注意点】
　警察では、水難事故を防止するため関係

機関・団体と連携して、危険箇所のパトロー

ルを通じて危険箇所の点検と必要な場所に

立て看板を設置したり、防護柵の設置を働

き掛けていますが、一人ひとりの注意が何

よりも大切です。

　　次のことに注意して、水難事故を

　　防ぎましょう

●危険な場所での子供の水遊び、魚釣りに一

声注意を呼びかける。
●保護者は子供から目を離さない。
●遊泳禁止の立札のある場所や岩場や潮の

流れの速い場所では、絶対に泳がない。
●風の強い日や波の高い日は泳がない。
●自分の泳ぎを過信しない。
●飲酒後は絶対に泳がない。
●泳ぐ前には必ず準備運動をする。

水の事故は、直接死にむすびつく危険性が

あります。油断は禁物です！

■子供を交通事故から守ろう

夏休みになると、屋外で遊ぶ子供が多くな

り、交通事故が心配されます。

　大鰐警察署管内では、昨年の夏休み中に

は子供の交通事故はゼロでしたが、県内で

は道路横断中の子供の交通事故が多く発生

しており、中でも「飛び出し」による事故が

目立っています。

【道路を横断する際のポイント】
　 歩いて道路を横断するときは

①道路の中の、安全な場所を選びます。
●信号機のあるところ、横断歩道、歩道橋、地

下道などが安全です。このような場所がな

いときは、まわりを見渡し、見通しの良いと

ころを見つけましょう。
●止まっている車の直前直後、走り去った車

の直後、カーブや曲がり角の近く、街路樹や

看板・電柱などは、付近の見通しが悪く危険

です。

②横断する前には必ず立ち止まり、注意深
くまわりを見て、音を聞いて、安全を確認し

ます。
●車、バイク、自転車

などがこちらに向

かってきていない

か、スピードが速い

のか遅いのかをよ

く見ます。
●車などがこちらに来る音が、まだ見えない

うちに聞こえてくることがあります。
●車が来ているときは、車を通過させます。

そしてもう一度まわりの安全を確認し、車

が来ていないときに横断します。
●車が停車してくれても危険なことがあり

ます。停車した車が、子どもと後続運転者

の視野を妨げるので危険です。停車した車

の後ろから、別の車が走ってくるかも知れ

ません。

③横断中も安全を確かめ、道路をまっすぐ
歩いて横断しましょう。
●まっすぐ渡ると、危険がある道路にいる時

間が短くなります。
●走って転ぶと危険ですから、歩いて渡りま

す。

　自転車で道路を横断するときは

①安全な場所を選ぶ・止まって安全確認・横
断中は右左折車に気をつける。

②自転車に乗っているときは、歩行者では
ありません。

③横断歩道では、自転車から降りて押して
渡ります。

④自転車横断帯があるところでは、そこを
を通行します。

■少年非行防止ＪＵＭＰ
チームにご理解・ご支援を

　平成11年に結成された「少年非行防止ＪＵ

ＭＰチーム」の活動も３年目を迎えました。大

鰐警察署管内では、碇ヶ関中学校、大鰐中学校

及び大鰐高校のＪＵＭＰチーム（58名）が、
●社会を明るくする運動などの先頭に立った

少年非行防止の広報啓発活動
●学校の文化祭等で少年非行防止の広報啓発

活動

など活発な活動を展開しています。

　ＪＵＭＰチームは、少年が自らの規範意識

を高めるとともに、他の中・高校生の規範意識

の高揚を図り、地域のボランティアの方々と

協力して少年非行防止の輪をひろげることを

目的としております。

『ＪＵＭＰチームへのご理解とご支援を

よろしくお願いします。』

【ＪＵＭＰチームの主な活動】
★薬物乱用防止や非行防止の広報啓発活動

★少年自身の安全や少年が直接被害を被って

いる犯罪の予防に関する広報啓発活動

★あいさつ運動の励行

★非行の実態を取材し、壁新聞等資料の作成

による呼びかけ

★非行防止のための対話会の開催

★地域内の環境美化活動の推進

★薬物乱用防止教室の開催など

　ひろげよう非行防止の輪ＪＵＭＰ

「ＪＵＭＰ」とは
JUvenile（ジュべナイル）＝少年

Misconduct（ミスコンダクト）＝非行

Prevention（プリべンション）＝防止

の頭文字を取り、「少年非行防止」と「飛躍」の

意味が込められています。

警察署だより

４８－２２４１

ＪＵＭＰチームの紹介
■大鰐高校/佐藤みゆき/山中扶美奈/吹田雄平/木田知彦/山内みさと　

山田絵李加/石郷麻里奈/木田千春/柴田麻奈美/山田真帆/大湯隆一　

斉藤勝治/永井　優/藤田祥子/下山歩美/谷川亜衣/計16人

■大鰐中学校/山中裕貴/山中峻介/宮越由貴/山口承子/山田　翔　

宮本聖子/葛西義太郎/渡邊大智/横山　遙/油川　駿/長澤仁美

小田桐　唯/草刈美幸/岩崎達紀/神　一輝/三橋和史/桜庭和歌子

澁谷繭子/山内麻里/小山内裕子/乗田美穂/山内桃子/山田ななこ

斉藤千聖/計24人

■碇ヶ関中学校/（18人）

夏の交通・水難事故に気をつけて
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こどもが苦手なにん
じん、パセリが入って、
炊飯器でつくれちゃう
とってもヘルシーな

ケーキです

■　　国税・住民生活課・保健福祉課だより　　■

大鰐町

三歳児健診

　
大
鰐
町
主
催
の
三
歳
児
健
診
が

六
月
十
三
日
、町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
受
診
し
た

24
名
の
中
で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た

子
供
さ
ん
を
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

おやつのレシピ

■下ごしらえ

小麦粉をふるいにかける。ベーキングパウ

ダーをふるいにかける。にんじんをすりお

ろす。パセリをみじん切り。

■本ごしらえ

①炊飯器にマーガリンをぬり、保温にしておく。

②卵は卵白・卵黄にわけ、卵白はよく泡立てて、さ

とうを数回にわけて入れてよくまぜる。さらに、

サラダ油、卵黄を入れてよく混ぜる。

③にんじん、レーズン、パセリを②に加えバニラエッ

センスを入れて混ぜる。次に、小麦粉とベーキン

グパウダーを数回にわけて混ぜ入れ、あたためて

おいた炊飯器に流し入れて、スイッチを入れる。

④スイッチが切れて、保温の状態になって10分位

たったら、もう一度スイッチを入れて、３回くりか

えすか、２回目で釜から取り出して、裏返しにして、

焦げ目をつけるようにしてもよい。

山﨑ありさちゃん（正人・大鰐５Ａ）
さい き

渡辺彩来くん（靖規・居土）
たく や

佐藤卓也くん（宏・蔵館４）

ゆうさく

木田優作くん(大勝・三ツ目内)
こうへい

境　晃平くん(康弘・鯖石)
ゆう か

工藤裕佳ちゃん(英紀・元長峰)

ひで き

貴田英城くん（建也・三ツ目内）
まさ と

島内勝統くん（俊二・蔵館１）
な み こ

佐々木菜美子ちゃん（俊・大鰐６Ｂ）

＊＊＊野菜ケーキ（４人分）＊＊＊

保健福祉課だより

小麦粉（薄力粉）
ベーキングパウダー
砂糖　　　　　　　　　　　　　　　
卵　　　　　　　　　　　　　　　　
サラダ油
にんじん
パセリ
レーズン
マーガリン
バニラエッセンス

（カップ１と１／２）
（小さじ１）

（４個）
（大さじ３）

（小さじ２）

150ｇ
　４ｇ
100ｇ
200ｇ
　39ｇ
100ｇ
　10ｇ
　50ｇ
　８ｇ
　少々

『むし歯の
ない子は
だーれだ！』
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国税庁ホームページ【http：//www.nta.go.jp】

あ
な
た
も
税
に
強
く
な
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
お
答
え
す
る

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
電
話
番
号
は

０
１
７
―
７
３
４
―
２
２
９
９

国
税
だ
よ
り

■
保
険
と
税

　
多
く
の
家
庭
で
は
、病
気
や
交
通
事

故
な
ど
突
然
の
災
難
や
火
災
な
ど
の

天
災
に
備
え
て
、生
命
保
険
や
損
害
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の

保
険
に
は
税
金
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

【
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
】

　
所
得
税
を
計
算
す
る
際
に
、支
払
っ

た
保
険
料
の
額
に
応
じ
て
、一
定
額
が

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
】

　
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
き
、一
時
金

や
年
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、そ
の

保
険
料
を
だ
れ
が
負
担
し
て
い
た
か

に
よ
っ
て
、相
続
税
や
贈
与
税
あ
る
い

は
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

 

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号

は
、［
１
１
４
０
］（
生
命
保
険
料
控
除
）、

［
１
１
４
５
］（
損
害
保
険
料
控
除
）、［
１

７
５
０
］（
死
亡
保
険
金
を
受
け
取
っ

た
と
き
）
な
ど
で
す
。

■
所
得
税
の
予
定
納
税（
第
１
期
分
）

　
所
得
税
の
予
定
納
税
第
１
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く
。
納
期
は
７
月

１
日（
月
）か
ら
７
月
31
日（
水
）ま
で

で
す
。

　
税
務
署
か
ら「
予
定
納
税
額
の
通
知

書
」が
送
付
さ
れ
た
方
は
、こ
れ
に
記

載
さ
れ
た
第
１
期
分
の
金
額
を
納
め

■
株
式
と
税

【
配
当
金
を
受
け
取
っ
た
と
き
】

　
株
式
な
ど
の
配
当
は
、そ
の
支
払
の

際
に
20
％
の
税
率
で
源
泉
徴
収
さ
れ
、

確
定
申
告
の
と
き
に
他
の
所
得
と
合

算
し
て
税
額
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、株
式
等
所
有
割
合
が
発
行

済
株
式
の
５
％
未
満
で
、一
回
に
支
払

を
受
け
る
金
額
が
50
万
円（
配
当
の
計

算
期
間
が
一
年
末
満
の
場
合
は
25
万

円
）
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
35
％

の
源
泉
徴
収
だ
け
で
納
税
が
完
了
す

る
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番

号
は
、［
１
３
３
０
］（
配
当
金
を
受
け

取
っ
た
と
き
）
で
す
。

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、平
成
14
年
分
の
所
得
が
前
年

の
所
得
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、予
定
納
税
の
減
額
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
に
は
、平
成
14
年
７
月
15
日（
月
）ま

で
に「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」

を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番

号
は
、［
２
０
４
０
］（
予
定
納
税
）で
す
。

　
青
森
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、今

年
も
年
金
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
県
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、は
が

き
に
①
標
語
作
品
②
住
所
③
氏
名

④
年
齢
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、〒
０
３
０
―
８
５
５
６

青
森
市
本
町
１
―
３
―
９
ニ
ッ
セ

イ
青
森
本
町
ビ
ル
９
Ｆ
青
森
社
会

保
険
事
務
局
「
年
金
標
語
作
品
」
係

ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
締

切
り
は
平
成
14
年
８
月
16
日
（
金
）

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、作
品
に
は「
年
金
」の
字
句

を
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

自
作
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

（
一
人
何
点
で
も
可
）

　
入
選
さ
れ
た
方
に
は
賞
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、入
選
作
品
は
当

事
務
局
の
年
金
広
報
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
平
成
十
三
年
度
年
金
標
語

【
入
選
作
品
】

○
最
優
秀
賞
作
品

『
年
金
で
築
く
未
来
の
生
活
プ
ラ
ン
』

○
優
秀
賞
作
品

『
年
金
は
掛
け
て
る
あ
な
た
が
主
役

で
す
』

『
は
ら
っ
て
安
心
も
ら
っ
て
う
れ
し

い
こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
』

○
入
選
作
品

『
若
人
よ
年
金
か
け
て
老
後
バ
ン
ザ

イ
』

『
老
い
て
知
る
年
金
と
親
の
あ
り
が

た
さ
』

『
掛
け
よ
う
二
十
か
ら
ま
さ
か
と
老

後
に
年
金
を
』

『
高
齢
化
進
む
社
会
に
確
か
な
年
金
』

『
年
金
は
照
れ
ず
に
で
き
る
親
孝
行
』

現
況
届
は
忘
れ
ず
に

提
出
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
、毎
年
の
誕
生
月

に
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
こ
の
現
況
届
は
、引
き
続
き
年
金

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
も
の
で
、非
常
に
大
切

な
届
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
場
合
に

は
、決
め
ら
れ
た
日
に
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
、誕
生
月
の
初
旬
ま

で
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、裏
面
の

留
意
事
項
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、誕

生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
す
る
よ
う
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、送
付
さ
れ
な
か
っ
た
と
き

に
は
、弘
前
社
会
保
険
事
務
所
や
市

町
村
の
国
民
年
金
担
当
課
に
も
備

え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

年
金
標
語

大
募
集

■詳しくは

町役場住民生活課　年金係

48－2111内線327（成田・福田）

年金だより
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「
ひ
ら
か
入
浴
ラ
リ
ー
」

好
評
開
催
中
！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
平
賀
町

　
ご
要
望
に
応
え
、
今
年
は
『
ひ
ら

か
入
浴
ラ
リ
ー
』が
復
活
し
ま
し
た
。

　『
ひ
ら
か
入
浴
ラ
リ
ー
』は
、平
賀

町
内
の
指
定
の
温
泉
を
廻
っ
て
入

浴
し
て
も
ら
い
、応
募
用
紙
に
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
、３
つ
の
ス
タ
ン
プ

が
揃
う
と
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
、

抽
選
で
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

　
今
回
指
定
さ
れ
た
温
泉
は
９
カ

所
で
、パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
数
々
の

賞
品
が
多
く
の
参
加
者
に
当
た
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
９
カ
所
全

部
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
）

　
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
平
賀
町
の
温

泉
に
の
ん
び
り
つ
か
っ
て
賞
品
を

当
て
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
募
集
中
で
す
。

■
応
募
締
切
　
平
成
14
年
９
月

30
日(

月
）

■
問
合
せ
先
　
平
賀
町
産
業
振
興

課(


44
―
３
０
０
１
）

２
０
０
２
星
ま
つ
り

in
そ
う
ま

                 

・
・
・
・
相
馬
村

　
星
と
森
の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
を
会

場
に
７
月
20
日
、星
ま
つ
り
in
そ
う

ま
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、昨
年
に
引
き
続

き
「
ヨ
サ
コ
イ
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
。
村
外
か
ら
も
多
数
の
出
場

チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｒ
Ａ
Ｂ
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会

や
大
ビ
ン
ゴ
大
会
、星
の
観
察
会
等

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
多

彩
な
催
し
物
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
20
日
（
土
）
午
前
11

時
～
午
後
８
時

■
場
所
　
星
と
森
の
ロ
マ
ン
ト
ピ

ア
そ
う
ま

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

○
「
ヨ
サ
コ
イ
」
コ
ン
テ
ス
ト

○
Ｒ
Ａ
Ｂ
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会

○
大
ビ
ン
ゴ
大
会

○
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

○
ゲ
ー
ム
エ
リ
ア
な
ど

■
問
合
せ
先
　
星
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
相
馬
村
商
工
会
内


84
―
３
２
７
９
）

『
浪
岡
北
畠
ま
つ
り
』

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
浪
岡
町

■
開
催
日
　
８
月
14
日
（
水
）
～
18

日
（
日
）
ま
で

■
場
所
　
浪
岡
八
幡
宮
境
内
他

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

７
・
８
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

７
月

■
14
日
　
ト
ピ
ー
の
七
夕
ま
つ
り

問 

相
馬
村
教
育
委
員
会
（

84
―
２
３
１
７
）

■
14
日
　
巨
木
の
森
音
楽
祭

問
　
岩
木
町
観
光
商
工
課
（

82
―
１
６
２
５
）

■
27
日
～
28
日
　
岩
木
夏
ま
つ
り

問
　
岩
木
町
商
工
会
（

82
―
３
３
２
５
）

■
27
日
　
カ
ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
第
４
戦

問
　
事
務
局
　
西
目
屋
村
企
画
観
光
課
内

（

85
―
２
８
０
０
）

■
28
日
　
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
第
３
戦

問
　
事
務
局
　
西
目
屋
村
企
画
観
光
課
内

（

85
―
２
８
０
０
）

■
30
日
～
８
月
５
日
　
黒
石
ね
ぷ
た
祭
り

問
　
黒
石
市
商
工
観
光
課
（

52
―
２
１
１
１
）

８
月

■
１
日
～
７
日
　
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り

問
　
弘
前
市
観
光
物
産
課
（

35
―
１
１
１
１
）

■
２
日
～
３
日
　
ひ
ら
か
ネ
プ
タ
合
同
運
行

問
　
平
賀
町
商
工
会
（

44
―
３
０
５
５
）

■
８
日
～
10
日
　
２
０
０
２
り
ん
ご
灯
ま
つ
り

問
　
板
柳
町
経
済
課
（

73
―
２
１
１
１
）

■
10
日
　
ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

問
　
ア
ッ
プ
ル
フ
ェ
ア
推
進
協
議
会

（

34
―
１
１
０
５
）

■
14
日
　
津
軽
山
唄
全
国
大
会

問
　
岩
木
町
嶽
総
合
観
光
案
内
所

（

83
―
３
１
２
１
）

■
15
日
　
も
て
な
し
の
郷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
お

の
え

問
　
尾
上
町
農
政
商
工
課
（

57
―
５
９
７
４
）

■
15
日
～
17
日
　
日
本
三
大
流
し
踊
り
「
黒
石

よ
さ
れ
」

問
　
黒
石
市
商
工
観
光
課
（

52
―
２
１
１
１
）

■
17
日
～
18
日
　
火
の
玉
探
検
ツ
ア
ー

問
　
浪
岡
町
町
お
こ
し
対
策
室
（

62
―
１
１
１
１
）

○
14
日
（
水
）
親
子
の
鯉
と
ニ
ジ
マ

ス
手
つ
か
み
大
会
・
御
神
輿
渡
御
・
八

幡
宮
宵
宮
・
山
内
清
城
水
上
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
14
日
～
16
日
ま
で
）

○
15
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）
八
幡
宮

例
大
祭
・
ね
ぶ
た
運
行
等

○
17
日（
土
）合
同
パ
レ
ー
ド
・
灯
ろ

う
流
し

○
18
日
（
日
）
中
世
の
里
花
火
大
会

☆
さ
ら
に
今
年
は
、友
好
盟
約
を
結

ん
で
い
る
鹿
児
島
県
上
屋
久
町
か

ら
40
名
の
人
た
ち
と
門
外
不
出
の

『
屋
久
杉
大
太
鼓【
神
鼓
】』が
16
・
17
・

18
の
三
日
間
来
町
し
ま
す
。

　
こ
の
太
鼓
は
、樹
齢
四
千
年
の
屋

久
杉
の
原
形
を
そ
の
ま
ま
に
牛
皮

張
り
、長
さ
２
ｍ
、口
径
１
ｍ
80
cm
、

重
さ
１
ｔ
。
地
元
で
も
年
に
一
度

し
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
も
の
で

す
の
で
、こ
の
機
会
に
是
非
お
い
で

下
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
町
お
こ
し
対
策
室

（

62
―
１
１
１
１
内
線
２
６
２
）門外不出の「屋久杉大太鼓【神鼓】」

2001星まつり「 ヨサコイ」コンテストから

復活した「入浴ラリー」
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天候等による日程の変更にご注意ください。

7 月

●ねぷたまつり合同運行１日（木）審査、３日（土）表彰

○県民体育大会　陸上競技、水泳競技（両競技とも11日まで）

○県民体育大会　ゲートボール競技

●盆踊り大会（雨天の場合16日）

●盆踊り大会（雨天の場合中央公民館４階）

●灯篭流し（平川親水公園）

○県民体育大会（10・11日開催以外の競技は、五所川原市他、各会場で開催）

○町内小中学校始業式

○町民運動会

○平成14年度金婚顕彰式（総合福祉センター）

19日（金）

20日（土）

21日（日）

21日（日）～23日（火）

24日（水）

26日（金）

１日(木)～７日（水）

10日（土）

11日（日）

15日（木）

16日（金）

17日(土)

17日(土)～18日（日）

23日（金）

25日（日）

27日（火）

8 月

●温泉祈祷式（大鰐地区浴場）

●たいまつ行列・温泉祈祷式（大円寺・蔵館大湯会館）

●大円寺宵宮

●納涼ふぇあ＆ビアガーデン（平川親水公園）

●わんぱく鯉つり大会（わんぱくの池）

●消防団玉落し競技会（平川親水公園）

●グリーンハウス（平川親水公園）

●グラウンド・ゴルフ大会

●パラグライダー・ハンググライダー体験飛行会（スキー場）

●木工品販売コーナー（平川親水公園）

●フリーマーケット（平川親水公園）

●大鰐郵便局臨時出張所（平川親水公園）

●リカー倶楽部の店（平川親水公園）

●スーパータライＣＵＰ2002（平川親水公園）

●鰐小スクールバンド（平川親水公園）

●大鰐小唄流し踊り・大鰐どだればちサンバ（平川親水公園）

●アウトドア講習会（平川親水公園）

●大ビンゴ大会（平川親水公園）

●アマチュアバンド大集合（平川親水公園）

●野外映画デー（平川親水公園）

●全国子ども花火大会（平川親水公園）

○県中体連夏季大会

○中南郡老人スポーツ大会

●町長杯ゴルフコンペ(青森ロイヤルゴルフクラブ)

●は大鰐温泉サマーフェスティバル関連のイベントです。
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■　　お　知　ら　せ　　■

訂正　広報おおわに６月号で木

田繁知代（正）さんの氏名が貴田

繁知代（誤）さん、議会便りで五者

協定（正）が五社協定（誤）、早瀬

野宵宮16日（正）が27日（誤）と

なっておりました。訂正してお

詫びいたします。

かくし芸出演者大募集と

文化祭日程のお知らせ

 大鰐町文化協会では、平成14年

度大鰐町文化祭芸能発表会のか

くし芸出演者を募集いたします。

募集人員　個人またはチーム

募集種目　全種目（寸劇・落語・漫

談・演奏・手品・踊り他、但しカラ

オケは除きます。）

募集締切　７月13日

     　※申込多数のときは抽選

【平成14年度（第27回）大鰐町文化

祭の日程】

●美術展

11月２日（土）から４日（月）午前

９時から午後５時（４日は午後４

時まで）

<出品団体>大鰐町文化協会各団

体・保育園・幼稚園・小学校・中学

校・高校

●芸能・かくし芸

11月17日（日）午前10時30分開演

（30分開演が早くなりました。）

<出演団体>大鰐町文化協会各団

体・保育園・幼稚園

■詳しくは　町中央公民館

48－3201又は、大鰐町文化協会

事務局48－2664（對馬）

「青森ねぶた祭」は必ず

正装で！

【カラス族は参加できません。】

　今年も８月２日から７日まで

の６日間「青森ねぶた祭」を開催

します。

　青森市では昨年、「青森ねぶた

保存伝承条例」を制定し、市民一

丸となって「ねぶた祭」を正しく

伝承することにしました。

　しかし、近年、花火の打上げや

桟敷席に乱入するなど、ねぶた祭

を乱す『カラス族』が問題となっ

ています。　

　参加する側も、見る側もルール

を守り楽しい祭りにしましょう。

●カラス族による危険行為など

は、県が制定した「青森県迷惑行

為等防止条例」（平成13年７月１

日施行）が適用となり、罰せられ

ることになります。

■詳しくは　青森市産業部観光

課017－734－1111内線3533

公開講座を開催

　日本キリスト教団大鰐教会で

は、講師に児玉英子氏を招いて

「六ヶ所村の放射能は大丈夫？」

「再処理、ＭＯＸ、イーターって

何？」と題して公開講座を実施い

たします。

日時　７月21日（日）

場所　日本キリスト教団大鰐教

　　　会（大鰐小学校下）

入場料　無料

■詳しくは　日本キリスト教団

大鰐教会47－6198

女性健康教室のお知らせ

　女性の更年期への正しい知識

や予防とその最新の治療法など

について、専門医による健康教室

を開催します。

日時　７月24日（水）午後２時から

場所　町中央公民館　研修室

テーマ 「笑ってすごそう更年期」

講師　弘前レディスクリニック

　　　はすお(院長　蓮尾豊)

■詳しくは　保健福祉課

48－2111内線302（山口）

放置自転車の処分について

　大鰐温泉駅前駐輪場、弘南大鰐

駅北口に放置されている自転車

を駐輪場（Ｄ棟）に移動しました。

　連絡札がついていますので、お

心当たりのある方は、お早めに移

動してください。

　なお、７月末日までに移動しな

い場合は、放置自転車として処分

しますのでご了承ください。

■詳しくは　町役場企画観光課

48－2111内線234（山口）

　0172－38－0500

八戸サテライトスペース（６月22

日開所予定）　〒039－1102　八

戸市一番町１－９－22八戸地域

地場産業振興センター（ユート

リー内）0178－70－1663

2002年航空科学フェアの

開催

　県では、青森県立三沢航空科学

館（仮称）の2003年オープンに向

け、その内容について皆様に広く

知っていただくため、プレイべン

トを開催します。入場は無料で

すので、多数のご来場をお待ちし

ております。

期日 ７月27日から28日

     (土・日の２日間）

場所　三沢市総合体育館、

　　　中央公園

内容 ・フライトシミュレータ体

験飛行・模型飛行機製作グランプ

リ・科学ワークショップ・パラグ

ラ イ ダ ー ＆ ス ポ ー ツ カ イ ト

ショー（土曜日）・ペットボトルロ

ケット大会（日曜日）など

■詳しくは　青森県企画振興部

市町村振興課内航空科学フェア

実行委員会事務局

017－734－9144
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●―――広報　おおわに・平成14年７月号―――●

場所　平川親水公園

※雨天時は中央公民館４階

出店参加条件

【参加条件】①個人の場合は本人

（団体の場合は代表者）が18歳以

上であること。(高校生は不可)　

②申込者が当日販売できること。

③リサイクル業・商品販売業を本

業としないアマチュアであるこ

と。

【出品条件】①電化製品は正しく

作動すること。②食料品は対象

外とする。③危険物や諸機関の

許可が必要なものは対象外。

申込方法　電話かファックスで

参加料　1,000円(当日支払い)

申込締切　７月15日（月）

※先着20店舗にて締め切り

■詳しくは　町中央公民館　

生涯学習課48－3201（太田）

又は、実行委員会48－3490（成

田）・48－3045（長内）

平成14年度大鰐町金婚式

開催のお知らせ

　平成14年度の「大鰐町金婚式」

を来る８月27日（火）大鰐町総合

福祉センターにおいて開催いた

します。

　本年は昭和27年に婚姻届を出

したご夫婦が対象となりますが、

昨今のプライバシー保護の規制

により従来から行なわれてきま

した当協議会から対象者にご案

内をする方法ができなくなり、本

年から金婚式の対象者のご夫婦

の方は、各自で戸籍謄本（450円）

の交付を受け婚姻届日を確認し、

当協議会に申し込むことになり

ましたのでお知らせします。

申込先　大鰐町社会福祉協議会

持参する物　戸籍謄本

申込締切　平成14年7月26日（金）

■詳しくは　大鰐町社会福祉協

議会47－5151(佐藤・加藤)

自衛官の募集

○曹候補士

資格　18歳以上27歳末満

受付期間　８月５日から９月６日

試験期日　９月16日（午前）

試験場所　弘前市内

○一般曹候補学生

資格　18歳以上24歳未満

受付期間　８月５日から９月６日

試験期日　９月16日（午後）

試験場所　弘前市内

○航空学生（パイロット）

資格　高卒（見込含）21歳未満

受付期間　８月５日から９月６日

試験期日　９月21日（１次）

試験場所　サンライフ弘前

○２等陸・海・空士

資格　18歳以上27歳未満

受付期間　８月５日から９月６日

試験期日　９月18日から19日（男

子）９月24日から25日（女子）

試験場所　陸上自衛隊弘前駐屯地

■詳しくは　〒036－8093　

弘前市城東中央３－９－19

自衛隊弘前募集事務所

27－3871

観光登山ゴンドラ営業の

ご案内

　今年度、「観光登山ゴンドラ」と

して、夏期もゴンドラの運行を開

始いたします。

　ハイキングや遠足、山菜採りな

どにもご利用下さい。

1．営業期間　平成14年７月６日

（土）から10月27日（日）

　但し、７／６～７／19迄は土・

日のみ、７／20～８／18は毎日、

８／19～10／27迄は、土・日・祝日

の営業となります。

２．営業時間　９時30分から16

時30分　※気象状況及び不可抗

力により時間変更、及び運転休止

になる場合もありますので、ご了

承下さい。

３．料金（税込み）

○大人600円（片道）、1,200円（往復）

○小人300円（片道）、600円（往復）

※大人２名購入につき、小人１名

が無料となります。

団体割引（20名以上）は２割引

４.その他　スキーセンター「プ

ラザ」内のステラ（飲食店舗）を営

業、各種スポーツイベント、「食」

のイベントも開催予定。

※７月６日オープン当日はゴン

ドラ乗車無料、大鰐町民の皆様は

オープン日の他、７／19・20・21の

三日間、無料で乗車できます。

（町民であることを証明できる物

をご持参ください。免許証、健康

保険証等）

■詳しくは　大鰐地域総合開発

（株）48－5521（石戸谷）

放送大学学生募集

《八戸サテライトスペース開設！

放送大学がより身近になりま

す。》

　放送大学では、平成14年度第２

学期「教養学部生」・「大学院修士科

目生」及び平成15年度「大学院修士

全科生」の学生を募集します。

【出願期間】※募集要項は無料で

配布しています。

●教養学部・大学院修士科目生：

６月15日（土）から８月15日（木）

●大学院修士全科生：９月１日

（日）から９月14日（土）

■詳しくは

放送大学青森学習センター

〒036－8560　弘前市文京町１

（弘前大学創立50周年記念会館内）
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■　　お　知　ら　せ　　■



















































































































ることのないよう気をつけてく

ださい。

２．御供物等の持ち帰りを

　町営墓地におけるお墓参り時

の御供物等は、帰宅の際には各自

持ち帰るようお願いします。

7月19日（金）サーフプー

ルオープン・スタッフの

募集について

　サーフプールの営業に伴い、学

生及び一般スタッフを募集しま

す。

職種　売札、売店、料飲、

　　　プール監視

対象　町内在住の高校生以上の

健康な学生及び一般の方

応募方法　7月10日(水)までに写

真を貼った履歴書を持参するか

郵送してください。なお、応募さ

れた方は7月13日（土）に面接を行

いますので、午前９時までに｢雨

池スキーセンター｣へお集まりく

ださい。

応募先　〒038－0221 大鰐町大

字虹貝字清川48―1

大鰐地域総合開発（株）

サーフプールスタッフ募集係

■詳しくは　大鰐地域総合開発

（株）48－5521（渡辺）

改正育児・介護休業法

説明会の開催について

　育児・介護休業法が改正され、本

年４月から全面施行に伴い、各企

業に対して説明会を実施します。

日時及び会場　

【弘前会場】　７月16日（火）13時

30分から15時30分　

会場　弘前市総合学習センター

２階大会議室

【青森会場】　７月22日（月）13時

30分から15時30分　

会場　アピオあおもり　　　　

２階大研修室（２）

対象　職業家庭両立推進者、事業

主、企業の人事労務担当者、社会

保険労務士等

主催　青森労働局

内容 　1.改正育児・介護休業法

について　２.就業規則等の整備

方法について　３.育児・介護休

業に係る各種給付金について

※説明会終了後、法の内容及び助

成金に関する個別相談に応じま

す。

参加料　無料

■詳しくは　青森労働局雇用均

等室

017－734－4211

地域総合家庭相談の

実施について

相談内容

①福祉に関する相談

②健康に関する相談

③教育に関する相談

④子どもや家庭に関する相談

相談員

①福祉事務所職員

②児童相談所職員

③県保健師

④中南教育事務所職員

相談対象者

　親や子ども、家族等当事者、教

員、民生・児童委員、子育てメイ

ト、保育所職員、警察署職員など

通常は相談に応じる立場の方も

対象とする。

　また、他市町村に居住する方に

ついても対象とします。

相談実施日時　１回目　８月30

日（金）10時から15時

相談場所　町総合福祉センター

２階視聴覚室ほか。

　受付けは２階で行います。（予

約は必要ありません）

■詳しくは　町保健福祉課

48－2111内線311（三ツ谷）

精神保健福祉相談の

ご案内

　弘前保健所では、医師・保健師

がこころの悩みや病気の精神保

健福祉相談と、老人性痴呆（ボケ）

でお困りの方のための老人精神

保健相談を行っています。専門

医による相談は次のとおりと

なっています。

【精神保健福祉相談】

日時　毎月第二木曜日　13時か

ら14時（平成15年の３月まで）

【老人性痴呆(ボケ)の悩み等相

談】

日時　毎月第三木曜日　13時か

ら14時（平成15年の３月まで）

場所　中南地方健康福祉こども

センター　（弘前保健所）

33－8521

※相談希望の方は事前に弘前保

健所へ電話等でご連絡ください。

　また、上記日程以外でも弘前保

健所の保健師が相談に応じてい

ます。

■詳しくは　中南地方健康福祉

こどもセンター33－8521又は、

町保健福祉課48－2111内線311

（三ツ谷）

フリーマーケット参加者

募集

　サマーフェスティバルの一環

として、“活かせば資源”をモッ

トーに今年もフリーマーケット

を開催します。お宅で眠ってい

る物をほしい人、必要としている

人にリサイクルしてみませんか。

日時　７月21日（日）

　　　午前10時から
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●―――広報　おおわに・平成14年7月号―――●
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幼稚園児保護者の皆様へ

　町では,学校教育法に基づいた

幼稚園に就園している児童に対し

て「就園奨励費補助事業」を、また、

第３子以降の児童で就園している

場合は、更に「すくすく子育て支援

費補助事業」を行っています。

　この補助の対象となるかの判

定は、保護者の町民税課税額に

よって決まります。

①第１子・第２子で就園している

場合は、町民税所得割課税額が

102,100円以下の世帯が補助対象

となります。

②第３子以降は町民税所得割課

税で補助額が違いますが、ほとん

どの場合が補助対象になります。

■詳しくは　町教育委員会

教育課48－2111内線453（外川）

又は、就園している幼稚園へ直接

お問い合わせください。

平成14年度大鰐町職員

採用試験の実施について

【募集人員】

○行政職(初級、上級)　若干名

○保健師　１名

【受験資格】　

○行政職

　・初級は、昭和56年４月２日か

ら昭和60年４月１日までに生

まれた者

　・上級は、昭和52年４月２日か

ら昭和56年４月１日までに生

まれた者

○保健師

　・昭和52年４月２日から昭和57

年４月１日までに生まれた者

で保健師の国家資格を取得し

た者又は、平成15年３月31日ま

でに資格を取得見込みの者

○活字印刷文による出題に対応

できる者

＊次のいずれかに該当する者は

受験できません。

　・日本の国籍を有しない者

　・地方公務員法第16条（欠格条

　項…成年被後見人又は被保佐

　人、禁錮以上の刑に処せられそ

　の執行を終わるまで、又はその

　執行を受けることがなくなる

　までの者ほか。）に該当する者

【試験日及び場所等】

（１）試験日及び場所

　○第１次試験　平成14年９月

　22日（日）、青森市内

　○第２次試験　未定

（２）試験科目

　○第１次試験　教養試験（40題

　２時間）、専門試験（30題２時　

　間）、クレペリン検査（10分）

　○第２次試験　作文、面接

【受験申込手続】

　○申込用紙の請求及び申込先

　〒038－0292　青森県南津軽郡

　大鰐町大字大鰐字羽黒館５－３

　大鰐町役場総務課　職員採用

　試験係宛

　○受付締切日　平成14年８月

　２日（金）厳守。

　（郵送の場合は、締切日までに

　は到着するように投函してく

　ださい。）

　・受付時間　午前８時30分から

午後５時

　○提出書類・写真（カラー写真

で貼ったほか１枚添付）を貼っ

た受験申込書・健康診断書・返

信用封筒(80円切手添付)

【採用、給与等】

　初任給は、上級で157,700円程

度、初級で137,500円程度。保健

師191,500円程度。

　条件付採用とし、６月ないし12

月を良好な成績で遂行したとき

は正式採用となるものとする。

【合格通知等】

　第一次試験、第二次試験及び合

格通知等は、後日連絡します。

■詳しくは　大鰐町役場　総務

課　職員採用試験係

48－2111内線212（下山）

大鰐町成人式は8月10日

（土）開催します

日時　８月10日（土）

　　　11時30分から14時

受付時間　10時30分から

場所　国民宿舎おおわに山荘

　　　（２階大ホール）

対象者　昭和57年４月２日から

同58年4月1日生まれで、大鰐町に

住所がある方。

※該当される方には返信用ハガ

キを同封しご案内しますが、住所

を大鰐町から転出されている方

で、大鰐町の成人式に出席を希望

する方は、7月26日までに中央公

民館へご連絡ください。

■詳しくは　町中央公民館

48―3201(高田)

住民生活課からのお願い

１．犬のフンの後始末を

　犬のフンに関する苦情が最近

多くなっています。犬のフンは

飼い主が責任を持って後始末し

てください。

　また、飼い犬が人に危害を加え
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大鰐町の人口と世帯数

平成14年５月末日現在

人  口 13,196人

前月比 （－17）

    男 6,163人

    女 7,033人

世帯数 4,333世帯

前月比 （－４）
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赤石力也・佳子さんの子
ち おん

千恩ちゃん　

（平成13年５月27日生まれ）

　はじめまして赤石千恩です。

あんよも上手になってお散歩が大好

きです。ひとりで“くつ”持って外

に出ようとするの。「きがねなぁー｣っ

て、よくいわれるの。
だい ち

　「大好きな大地兄ちゃんと今年は

ねぷたにでるぞー、たのしみだなあ」

お
子
さ
ん
（
父
ま
た
は
母
）
地
　

区
　

名

み

お

對
　
馬
　
美
　
桜（
女
・
和
仁
）
大
鰐
６
Ａ

た
く

と

佐
々
木
　
拓
　
登（
男
・
昭
弘
）森
山

せ
い

な

油
　
川
　
聖
　
菜（
女
・
哲
也
）
大
鰐
６
Ａ

ゆ

い

栗
　
林
　
祐
　
依（
女
・
義
実
）九
十
九
森

り

こ

横
　
山
　
莉
　
瑚（
女
・
　

毅
　

）長
峰

ゆ
う

り

藤
　
田
　
優
　
里（
女
・
幸
司
）蔵
館
５
Ｂ

り
ょ
う

た

佐
　
藤
　
稜
　
汰（
男
・
裕
憲
）鯖
石

う

ら
ん

山
　
田
　
愛
　
蘭（
女
・
正
喜
）宿
川
原

あ
さ

み

幸
　
山
　
朝
　
美（
女
・
正
則
）高
野
新
田

ゆ
う

が

藤
　
田
　
悠
　
雅（
男
・
重
広
）唐
牛

畑
　
中
　
は
つ
よ
（
58
歳
）
虹
貝
新
田

山
　
田
　
ち
　
る
（
75
歳
）
長
峰

藤
　
田
　
タ
　
ミ
（
88
歳
）
唐
牛

亡
く
な
っ
た
人
（
年
齢
）
地
　

区
　

名

５
月
受
付
分

　
　

暮
ら
し
の
情
報

●
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


０
１
７
―
７
２
２
―
３
３
４
３

弘
前
相
談
室


０
１
７
２
―
３
６
―
４
５
０
０

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
部


０
３
―
３
４
４
６
―
０
９
９
９


































お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

澁
　
谷
　
ハ
チ
ヨ
（
74
歳
）
大
鰐
７
Ａ

池
　
田
　
八
　
重
（
90
歳
）
大
鰐
２

幸
　
山
　
勝
　
雄
（
69
歳
）
元
長
峰

相
　
馬
　
周
　
一
（
86
歳
）
虹
貝

大
　
賀
　
　
汐
　
（
13
歳
）
大
鰐
２

岩
　
渕
　
き
み
ゑ
（
75
歳
）
大
鰐
10

赤
　
石
　
哲
　
男
（
64
歳
）
八
幡
館

山
　
田
　
眞
　
廣
（
43
歳
）
長
峰

工
　
藤
　
榮
　
一
（
73
歳
）
駒
木

對
　
馬
　
は
　
る
（
79
歳
）
大
鰐
10

秋
　
元
　
　
榮
　
（
78
歳
）
居
土

水
　
木
　
キ
　
ヨ
（
89
歳
）
苦
木

山
　
口
　
清
　
晴
（
74
歳
）
虹
貝

成
　
田
　
鐵
　
三
（
52
歳
）
八
幡
館

赤
　
石
　
タ
　
ヨ
（
89
歳
）
八
幡
館

成
　
田
　
　
　
み
（
90
歳
）
蔵
館
２

三
　
浦
　
　
勇
　
（
83
歳
）
八
幡
館

齋
　
藤
　
勝
　
藏
（
51
歳
）
早
瀬
野

の
場
合
は
、カ
ー
ド
会
社
が
発
行
す
る

利
用
明
細
の
内
容
に
留
意
し
て
、不
審

点
を
発
見
し
た
ら
直
ち
に
カ
ー
ド
会

社
に
連
絡
す
る
な
ど
、自
己
防
衛
が
必

要
で
す
。

■
被
害
に
あ
っ
た
ら

　
消
費
者
と
し
て
は
、十
分
に
注
意
し

て
自
己
防
衛
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
も
し
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
最

寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察

に
、と
に
か
く
早
め
に
相
談
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

取
引
は
差
し
控
え
る
べ
き
で
す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を
め

ぐ
る
犯
罪

　
消
費
者
が
送
信
し
た
カ
ー
ド
番

号
を
電
子
商
取
引
業
者
が
悪
用
す

る
事
件
や
、不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
で

業
者
の
サ
イ
ト
か
ら
カ
ー
ド
番
号

が
流
出
し
て
悪
用
さ
れ
る
事
件
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
信
頼
で
き
な
い
業
者
に
は
、み
だ

り
に
カ
ー
ド
番
号
を
送
信
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。送
信
中
の
カ
ー

ド
番
号
が
盗
聴
さ
れ
て
悪
用
さ
れ

る
被
害
も
あ
り
ま
す
。
業
者
の
サ

イ
ト
が
盗
聴
防
止
の
暗
号
通
信
技

術
に
対
応
し
て
い
る
か
、事
前
確
認

が
必
要
で
す
。

　
消
費
者
と
し
て
は
、で
き
る
だ
け

カ
ー
ド
決
済
を
避
け
、力
ー
ド
決
済

■
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺
な
ど
の
増
加

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
中
心

に
、ネ
ッ
ト
上
で
は
詐
欺
被
害
も
多

発
し
て
い
ま
す
。
代
金
を
先
払
い

さ
せ
た
り
商
品
を
送
ら
せ
て
お
い

て
「
雲
隠
れ
」
す
る
と
い
っ
た
手
口

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト

上
で
は
匿
名
性
が
強
い
の
で
、取
引

相
手
の
本
人
確
認
が
で
き
な
い
点

が
最
大
の
問
題
で
す
が
、確
認
手
段

で
あ
る
電
子
署
名
も
、現
状
で
は
普

及
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
態
で
す

の
で
、信
頼
で
き
な
い
相
手
方
と
の


